
 働く意欲のあるニートの若者を自立化
させるためには、農業生産法人や６次産
業ビジネス（生産・加工・流通などを一体
的に実施）といったところに就職できるよ
うな取組みを行います。農業生産だけで
なく、加工、販売など、農を中心としたい
わゆる６次産業の「アグリスタート事業」を
進めていきます。 

　社会的なミスマッチを
コミュニティビジネスで解消

農家数の減少 レイブルを含む就職困難層の増加

空き農地（耕作放棄地）の増加 農業へのニーズの高まり

数

年

アグリスタート事業

アグリカルチャー（農業）×リスタート（再出発）

「若者もまちも農業を通じて元気になる」 

座学等 耕作実習

農業基礎 農家でのアグリヘルパー事業

現役の農家が講師 耕作放棄地で実施

６次産業実習等

　地域の課題解決

　レイブル・障がい者 　　農作物の販売・イベントを通じて地域を活性化

　など７名 　　無縁社会の改善にむけ、人と人を結びつける露天販売

〔事業終了後50％就労〕
当法人アグリ関連事業
泉佐野市農家
農業生産法人
６次産業企業等

地域力を活用したレイブル自立化事業

※レイブル＝ニート状態 



●大規模農家
　①長左右衛門 射手矢農園（泉佐野市）

→21町（210,000㎡）

泉州ブランド玉ねぎ・キャベツ、米等生産

〈６次産業展開〉

　玉ねぎドレッシング、玉ねぎスープ

　②新藤農園（泉佐野市）
→泉佐野市日根野の大規模農家。ＪＡ直売店でトップ

　③アーバンファーム・ASAOKA（富田林市）
　　→大阪なす、大阪きゅうり、フルーツトウモロコシ、

　　　エコトマト、シャキット等生産

●６次産業農家
　④寺田農園（葛城市）　５反（5,000㎡）
　　→ガラス温室でのハーブの水耕栽培

　⑤掘内農園（五條市）
　　→柿、梅、ブルーベリー、カリン等生産

　⑥久与茂　赤坂（泉佐野市）10反（10,000㎡）
　　→泉州キャベツ、、玉ねぎ、ネギ、米など生産

　⑦松並農園（泉佐野市）12反（12,000㎡）
　　→泉州水ナス、玉ねぎ、春菊、米など生産
　《現在、耕作放棄地を活用して、当法人で独自に、

　　泉州キャベツ、白菜、芋、豆、春菊等を生産》

　⑧地域の活性化を目指した朝市イベント
　⑨孤独死の防止など公営住宅を拠点にした
　　新鮮野菜の販売
　⑩大阪市内での泉州ブランド野菜の販売・ＰＲ

地域力を活用したレイブル自立化事業

アグリヘルパー事業
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 生産分野 





大丸 お中元ギフト 

ＪＡＬ 

農業分野での6次産業化の取組み 
ＮＰＯ法人×社会福祉法人（就労継続支援Ｂ型） 
アグリヘルパー事業  



加工分野 

（泉州ブランド野菜の加工
） 



社福法人×若者ＮＰＯ ６次化共同事業 

    ニート・元ひきこもり→販売 

 販売分野 

   障がい者→ピッキング。パッケージング、出荷作業 

イトーヨーカドー 

オークワ   



グランフロント大阪駅 御堂筋（淀屋橋マルシェ） 

三国ヶ丘駅（エヌクラスマルシェ） 西成区（鶴見橋商店街） 

中之島マルシェ 

・堺駅、天王寺駅、高石、クボタ
、水都大阪、堂島ホテル、泉佐
野いこらモール、尼崎などを週１
回や不定期開催で出店。 
・直売所関連では、アローズ、
国華園、めぐみの郷、あいさい
ランド、はなの森等に出荷。 
 
・スーパーマーケットとの契約が
増え、オークワ、イトーヨーカド
ー、関西スーパー、ダイエー。 
・特に、オークワではトウモロコ
シが、多くの農家から１社だけ
選ばれる「太鼓判」という名誉あ
る賞を頂く。 
・日航ホテル、スイスホテル直営
レストランや南海グリルと契約。 









（仮）南大阪堆肥プロジェクト
　■事業コンセプト

完全循環型アグリとしての富のスパイラルを創る

　■事業イメージ

カット
野菜工場

樹木剪定

若年者 障がい者 就職困難者

労 働 力（就職困難者等）

堆肥製造の専門家（岸和田ＯＢ）

＋

カット野菜の食品廃棄物の活用
食品廃棄物のコスト軽減や
環境を配慮した食品廃棄物
の再利用

カット野菜の契約農家
の方に、リサイクルされた
「堆肥」を使用してもらう。

新しく生みだした

カット野菜の食品廃棄物と
剪定後の枝葉などを、堆肥化

間伐時に発生する
「切捨て間伐材」の活用
林分のうっ閉を緩和し、生長を
促進するため目的樹種を主体
に間引きを行い、立木の本数
を調整する際に発生する材の
活用

南大阪堆肥プロジェクト

《事業メリット》

焼却費用削減 →生ごみ焼却費用の削減。
剪定枝堆肥化による償却費削減。

環境負荷の軽減→生ごみなどを焼却しないことによる
ＣＯ2やダイオキシンの排出量削減。

就職困難者受皿→社会的な課題を持った方をビジネス
手法で解決を図る。生保から納税者へ

〈間伐時に発生する「切捨て間伐材」〉
間伐は通常、本数、材積に対して
25～30％程度の伐採を行う。

〈その他〉
製材残材
製材工場などで
発生する端材等
建築残材
建築段階、解体時
に発生する木材

捨てるもの、使われないものを新たな富へ
～マイナス×マイナス＝プラス～

〈その他〉
学校給食、
病院・福祉施設給食
など

 堆肥生産分野 



  堆肥プロジェクト 



生産

管理 草引き 手で引く 野菜の苗と、草との区別がついているか

鎌を使う 軍手着用、危ない使い方をしていないか

草刈り機 周囲の確認、エンジン始動、使用方法等理解できているか

水やり ジョウロを使う 苗の状況によって水やりの量等の変更必要

ポンプを使う ポンプの使用方法、設置方法等理解できているか

畑作り 土を混ぜる クワ作業 クワの使い方を理解できているか

トラクター耕運 使用方法、畑の状態等、状況判断必要

肥料を撒く 手でまく まんべんなく散布できているか

畝を作る クワ作業 土をあげれているか、

筋切 筋を切る。 まっすぐに切れているか

ミトを作る クワ作業 高低差を含め、水の出入れ

定植 種植え 直接撒く 何粒植えか、野菜別マニュアル必要

機械撒き 使用内容を把握、理解できているか

ポットに撒く 確認必要。１ポットに撒く量、抜けているところはないか

土を敷く 圧縮しすぎないよう注意

培土をかぶす 完全におおわれているかどうか

定植する 穴付き機 まっすぐにとおっているかどうか

苗を配る 株間毎に配布、不良苗等チェック必要

種を植える 種の向き等確認必要（豆類等）

覆土をかぶす 圧縮しすぎないよう注意

機械定植 使用方法、畑の状態等、状況判断必要

管理 管理 剪定 注意必要。野菜別に選定方法が異なる。

芽かき
間引き 主となるものを間引かないよう注意

追肥 一定の量を散布できているか。直接肥料が苗にあたってないか

片おろし 削りすぎていないか、浅すぎないか

テーラー機 使用方法、畑の状態等、状況判断必要

農薬散布
粒剤 直接、手で触れない事。手袋着用

液体 希釈倍数注意。マスク着用、直接手で触れない。まんべんなく散布

動噴機 使用方法、畑の状態等、状況判断必要

収穫 収穫 ハサミ収穫 収穫適期収穫、収穫する際のマニュアル必要

鎌で収穫 収穫適期収穫、収穫する際のマニュアル必要　

包丁で収穫 収穫適期収穫、収穫する際のマニュアル必要

運搬 作業効率、状況等によって変更

サイズ調整 収穫適期かどうか出荷サイズ確認

収穫の判断、管理 管理運営

ステージ１ 障がい者がすぐにでもできる

ステージ２ 障がい者が少し訓練すればできる

ステージ３ 障がい者が時間をかけて訓練すればできる

加工

水かけ 水洗い 剪定 選別 乾燥 洗浄 野菜を洗う
枝豆 ○ ○ 土を洗い流す
トウモロコシ ○ ○
トマト ○ ○ 剪定 根を切る
きゅうり ○ 葉を選定する
オクラ ○ ○
ピーマン ○ 選別する 害品があるかないかのチェック
チンゲンサイ○ ○ ○
とうがらし ○ カットする 販売サイズにカットする
かぼちゃ ○
まくわうり ○ 計量 出荷グラムに調整する
メロン ○
すいか ○ 梱包 袋に詰める
もろへいや ○ ○ ○ シーラーで閉じる
シソ ○ ○ ○ 箱に詰める
こまつな ○ ○ ○ ○ ラップで撒く
みずな ○ ○ ○ ○ テープで撒く
ズッキーニ ○
さつまいも ○ 数量 入り数、出荷数、確認
じゃがいも ○
さといも ○ ○ ○ 管理 出荷数、出荷方法等
あかめいも ○ ○ ○ ○
ごぼう ○ ○
空豆 ○ ○ つけもの加工
玉ねぎ ○ ○ ○ （野菜を干す）
新玉ねぎ ○ ○ ○
サラダ菜 ○ ○
キャベツ ○ ○ 糠床をつくる
ブロッコリー ○ ○ ○
菜の花 ○ ○ 漬ける
サニーレタス○ ○ ○ ○
春キャベツ ○ ○ 管理
大根 ○ ○ ○ かき混ぜる
かぶら ○ ○ ○ 水分を取り除く
チンゲンサイ ○ ○ ○
白菜 ○ ○ ○ 糠を落とす
ホウレン草 ○ ○ ○ ○
蓮根 ○ ○ ○ 販売サイズにカットする
菊菜 ○ ○ ○ ○
カリフラワー ○ ○ 袋に詰める

ステージ１ 障がい者がすぐにでもできる

ステージ２ 障がい者が少し訓練すればできる

ステージ３ 障がい者が時間をかけて訓練すればできる

 しごとの分解 

販売 堆肥
マルシェ移動販売

仕入 バーク堆肥
出発前 数量チェック その他土類

品質チェック
備品をチェック 腐葉土を集める

販売前 販売準備
陳列する 管理 発酵管理
値段のラベル 混ぜる ショベル

水を撒く

販売中 接客業務
金銭管理 袋づめ 機械操作
在庫品出し

計量 ℓ入れ
販売後 在庫確認 ㎏入れ

備品確認
売上確認 積み込み パレット積み リフト
かたずけ 数量確認

管理 全体管理 販売 ロット販売 トラック

伝票作成 記入

ステージ１ 障がい者がすぐにでもできる

ステージ２ 障がい者が少し訓練すればできる

ステージ３ 障がい者が時間をかけて訓練すればできる



地域活動支援センター
（地域活動支援センター（Ⅱ型））

特別養護老人ホーム

ヘルパーステーション
（老人居宅介護等事業）

障害者生活支援センター

認知症高齢者グループホーム
（認知症対応型共同生活介護）

在宅介護支援センター

障害者グループホーム
（共同生活援助、介護）

市立老人憩いの家（きちょう苑）
（指定管理事業）

ケアプランセンター
（指定居宅介護支援事業）

鶴原東クリニック
（無料低額診療事業）

就労移行支援
（2012年4月～）

パトリア・ガラシャ
（適合高齢者専用賃貸住宅）

ジョブコーチ事業
（第1号職場適応援助者助成金事業）

泉州南障害者就業・生活支援センター
（障害者就業・生活支援事業）

エル・チャレンジによる就労訓練
（自主事業）

就労支援ネットワーク構築事業

介護老人保健施設

ホームヘルパー養成講座
（訪問介護員養成研修）

生活支援ハウス

就労継続支援（B型）
（2012年4月～）

◇ＮＰＯ法人　おおさか若者就労支援機構

◇ＮＰＯ法人　障害者自立支援センター ほっぷ

◇社会福祉法人　水平会◇ＮＰＯ法人　泉佐野市人権協会鶴原地域協議会

大阪府ひきこもり青少年支援事業

南大阪地域若者サポートステーション

アグリスタート事業（緊急雇用）

鶴原青少年会館（指定管理事業）

若者自立塾（事業終了）

泉佐野市北部市民交流センター
 （本館、福祉、青少年、体育館分館）
　　→水平会、ＮＰＯ若者ＪＶ

◇（株）パトリア

鶴原青少年会館での新たな公共

　◇LLP 南大阪アナザーウエイ

●社会福祉法人、障がい者支援のＮＰＯ、まちづくり会社と総合的な 

 支援を図るため、有限責任事業組合ＬＬＰを結成。 



まちづくり型６次産業化事業 
 

 本事業は、地域の課題解決に向け、地域力を活かしながら、 
若者の自立を図ることをミッションとしています。国の成長戦略 
でも農業の６次産業化があげられ、農家の所得増や収益率の 
向上、雇用を生み出すなど様々な付加価値が期待されています。 
 
  
 今回は、農業生産の不可価値 
ではなく、地域課題解決を目的にした 
「まちづくり型６次産業化事業」を実践します。 
 
 
 農業生産だけに終わることなく、流通・ 
販売を通じて、人と人をつなげる参加型事 
業を展開していきます。 

  コミュニティビジネス（地域課題解決のテーマ） 
      ●地域の活性化を目指した朝市イベント 
         ●孤独死の防止など公営住宅を拠点にした新鮮野菜の販売 
         ●大阪市内での泉州ブランド野菜の販売・ＰＲ 

府営泉ヶ丘住宅　８１戸
府営佐野台丘住宅　483戸

府営鶴原北住宅　168戸

府営鶴原中央住宅　450戸

府営見出住宅　220戸

市営鶴原住宅

市営鶴原住宅

市営鶴原住宅

市営鶴原住宅



        若 者 
  〈働きたくても働けない若者〉 

     高 齢 者 
〈独居老人・孤立や孤独〉 

           ま ち 
〈高齢化・生活困窮者、にぎわいがない〉 

朝市・夕方市 



 「ＮＰＯ法人→権利能力なき社団→株式会社へ」事業実施後のイメージ 

 権利能力なき社団設立 

「泉州アグリ」 
（株式会社までの準備団体） 

泉州ブランド（玉ねぎ、 

キャベツ、水ナス）の 

６次産業化を目指し、 

食品加工分野の 

社会的企業をつくる。 

 

 アグリスタート事業 

 ６次産業化にむけた 

 社会的企業「㈱泉州アグリ」設立 

ＳＴＥＰⅠ 

 2011年、2012年、2013年度 

ＳＴＥＰⅡ 

 2014年 

ＳＴＥＰⅢ 

 201５年～ 

泉州ブランドの生産、加工、販売と
合わせて、指定管理事業（大阪府営
公園、泉佐野市公設キャンプ場、霊
園等）の組合わせにより、地域の活
性化を生み出す、「農業、食品、観
光」の事業化を目指す 

 

農業で新たな受け皿  

生産、加工、販売、レストラン、堆肥を実践
するための別法人格を創設 

農業プラスワン事業 

農業だけでは資金が困難、ビルメン、 

指定管理、などで兼業農家 

泉州で独自の身近な農業学校 

農家ＯＢなどを中心に身近な学校 

（団塊の世代等に農業体験を教える場） 

新しい価値観 
 ・制度ではない、当事者に合った 
  新しい受け皿 
 ・雇用、支援はタテの関係、 
  社会的企業は理想は水平、斜めの関係 
ニーズに合った新制度 
 ・障がい者制度活用、特区など検討 

泉州地域で協力農家や耕作放
棄地を見つけ、ニート・ひきこも
りの農業での自立化を図る。 







≪泉佐野の立地・特性≫

空港玄関都市であることから、都市と地方を

つなぐ機能や人が集まる潜在能力がある

   地方創生事業２０１５ 

地方　（青森県弘前市他）

地方に定住

　　泉佐野にも定住

都市（大阪市等） 地方につなげるための
アグリを学ぶ場（泉佐野で生産、加工、
販売のノウハウを身につける学校（働きながら学ぶ））
地方とのマッチング機能

○大都市圏から地方への移住はハードルが高い。
○大都市圏から地方への中間支援機能が必要。
○都市圏であり地方の特性も持ち合わす「泉佐野」にしかできないことがある。
○都市と都市、都市と地方をつなぐ役割や、関空のように地方へのポンプアップ機能

都市と地方をつなぐ就労支援カレッジ

50人

3人



http://agri-college.com/ 




